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安
倍
首
相
の
第
三
次
改
造
内
閣
は
、
二

0
一
五
年
一

0
月
に
発
足
し
、

「
少
子
高
齢
化
の
流
れ
に
歯
止
め
を
か
け
、
誰
も
が
活
躍
で
き
る
『
一

億
総
活
躍
社
会
』
の
実
現
」
を
め
ざ
す
方
針
を
打
ち
だ
し
た
。
首
相
は
、

一
億
総
活
躍
担
当
大
臣
を
任
命
し
、
内
閣
官
房
に
一
億
総
活
躍
推
進
室

を
設
け
る
こ
と
で
、
「
一
億
総
活
躍
」
政
策
の
体
制
を
整
え
、
そ
れ
を

重
視
す
る
姿
勢
を
表
し
た
。
こ
の
枠
組
み
の
な
か
で
、
三
世
代
同
居
お

よ
び
近
居
の
促
進
が
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
住
宅
政
策
の
重

要
課
題
と
さ
れ
た
。

戦
後
日
本
で
は
、
核
家
族
が
増
え
、
単
身
者
の
比
率
が
上
が
っ
た
。

三
世
代
同
居
の
世
帯
は
減
っ
た
。
住
ま
い
に
関
す
る
広
範
な
課
題
の
な

一
―
億
総
活
躍
社
会
と
子
育
て
支
援

ひ
ら
や
ま
・
よ
う
す
け
神
戸
大
学
大
学
院
人
間
発
達
環

境
学
研
究
科
教
授
。
著
書
に
『
都
市
の
条
件
』
（
N
T
T
出
版
）
、

『住
宅
政
策
の
ど
こ
が
問
題
か
』
（
光
文
社
新
書
）
な
ど
。
共
編

著
に

H
o
u
s
i
n
g
a
n
d
 S
o
c
i
a
l
 T
r
a
n
s
i
t
i
o
n
 in 
J
a
p
a
n
 

(
R
o
u
t
l
e
d
g
e
)
、
『住

平
山
洋
介
戸いい[)生い。』

か
で
、
同
居
・
近
居
促
進
を
こ
と
さ
ら
に
重
視
す
る
方
針
は
、
け
っ
し

て
自
然
で
は
な
い
。
一
方
、
子
育
て
支
援
に
は
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
、
就
労
条
件
の
改
善
、
教
育
コ
ス
ト
の
軽
減
な
ど
、
幅
広
い
手
段
が

あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
安
倍
内
閣
は
、
同
居
・
近
居
促
進
に
と
く
に
カ

点
を
置
く
方
針
を
示
し
た
。

同
居
・
近
居
支
援
と
い
う
手
段
を
前
面
に
押
し
だ
す
政
策
を
、
ど
の
よ

う
に
読
め
ば
よ
い
の
か
。
こ
の
点
の
検
討
が
、
本
稿
の
関
心
事
で
あ
る
。

「
一
億
総
活
躍
」
政
策
は
、
「
新
・
三
本
の
矢
」
に
も
と
づ
き
、
「
五

0
年
後
の
人
ロ
一
億
人
」
の
維
持
を
目
標
と
す
る
。
安
倍
政
権
の
経
済

政
策
を
形
づ
く
っ
た
の
は
、
金
融
緩
和
、
財
政
出
動
、
成
長
戦
略
の
旧

「
三
本
の
矢
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
続
く
「
新
・
三
本
の
矢
」
は
、
旧

「
三
本
の
矢
」
を
束
ね
た
「
新
•
第
一
の
矢
五
伯
望
を
生
み
出
す
強
い
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経
済
」
に
加
え
、
「
新
・
第
二
の
矢
益
字
を
つ
む
ぐ
子
育
て
支
援
」
と

「
新
・
第
三
の
矢
ぶ
女
心
に
つ
な
が
る
社
会
保
障
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

旧
「
三
本
の
矢
」
は
経
済
成
長
を
め
ざ
す
施
策
ば
か
り
で
あ
っ
た
の
に

対
し
、
「
新
・
三
本
の
矢
」
の
政
策
形
成
で
は
、
「
成
長
」
だ
け
で
は
な

く
、
「
分
配
」
が
課
題
と
さ
れ
た
。
「
一
億
総
活
躍
社
会
国
民
会
議
」
は
、

「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
向
け
て
一

0
月
に
組
織

さ
れ
、
一
一
月
に
は
「
緊
急
対
策
」
（
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
て
緊

急
に
実
施
す
べ
き
対
策
）
を
ま
と
め
た
。
こ
の
な
か
で
、
同
居
お
よ
び
近

居
の
環
境
整
備
は
、
「
新
・
第
1

一
の
矢
」
の
手
段
の
一
っ
と
し
て
、
「
特

に
緊
急
対
応
」
を
要
す
る
と
さ
れ
た
。

子
育
て
支
援
は
、
希
望
出
生
率
一
・
八
の
達
成
を
目
標
と
す
る
。
希

望
出
生
率
と
は
、
子
ど
も
の
数
に
関
す
る
人
び
と
の
予
定
・
理
想
を
根

拠
と
し
、
そ
の
希
望
が
か
な
っ
た
場
合
の
出
生
率
を
指
す
。
合
計
特
殊

出
生
率
は
、
二
0
一
四
年
で
は
一
•
四
二
で
あ
っ
た
。
国
土
交
通
大
臣

に
就
任
し
た
石
井
啓
一
に
よ
れ
ば
、
「
安
倍
総
理
大
臣
か
ら
は
、
希
望

出
生
率
一
・
八
の
実
現
を
目
指
し
大
家
族
で
支
え
合
う
こ
と
を
支
援
す

る
た
め
祖
父
母
・
親
・
子
ど
も
の
三
世
代
が
同
居
し
た
り
近
く
に
住
ん

だ
り
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
よ
う
な
住
宅
政
策
を
検
討
・
実
施
す
る
よ

う
指
示
が
あ
っ
た
」
（
就
任
時
報
道
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）
。

住
宅
政
策
の
領
域
で
は
、
二

0
0
0
年
代
か
ら
、
住
ま
い
方
に
関
す

る
親
・
子
世
代
の
関
係
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
に
は
、

子
育
て
支
援
に
加
え
、
高
齢
者
支
援
、
多
世
代
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

な
ど
の
多
様
な
目
的
が
み
ら
れ
た
。
住
宅
政
策
の
根
拠
を
形
成
す
る
住

生
活
基
本
計
画
（
全
国
計
画
）
は
、
二

0
0六
年
、
一
一
年
に
策
定
さ
れ
、

同
居
・
近
居
促
進
を
課
題
と
し
た
。
自
治
体
レ
ベ
ル
で
は
、
た
と
え
ば
、

神
奈
川
県
は
、
多
世
代
が
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
二

0
-

二
年
に
「
多
世
代
近
居
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
」
を
重
点
施
策
と
し
た
。

神
戸
市
は
、
親
・
子
世
帯
の
支
え
合
い
を
促
す
た
め
に
、
同
居
・
近
居

の
た
め
の
転
居
費
用
を
助
成
す
る
「
親
・
子
世
帯
の
近
居
・
同
居
住
み

替
え
助
成
モ
デ
ル
事
業
」
を
二

0
一
三
年
に
開
始
し
た
。
静
岡
県
掛
川

市
が
一

1
0
一
四
年
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
「
ゆ
っ
た
り
子
育
て
三
世
代
同

居
応
援
事
業
」
で
は
、
新
た
な
同
居
の
た
め
の
住
宅
の
新
築
・
購
入
・

増
改
築
に
対
す
る
助
成
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
「
一
億
総
活
躍
」
政
策
の
同
居
・
近
居
促
進
で
は
、

子
育
て
支
援
の
観
点
が
と
く
に
強
調
さ
れ
た
。
そ
の
具
体
化
に
向
け
て
、

国
土
交
通
省
は
、
三
世
代
同
居
を
援
助
す
る
住
宅
施
策
を
立
案
し
た
。

こ
こ
で
は
、
同
居
・
近
居
の
双
方
で
は
な
く
、
同
居
の
み
が
支
援
対
象

と
な
っ
た
。
同
省
住
宅
局
の
二

0
一
六
年
度
予
算
決
定
概
要
に
よ
れ
ば
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
・
耐
久
性
に
優
れ
た
木
造
住
宅
の
建
設
、
住
宅
の

長
寿
命
化
に
資
す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
に
お
け
る
三
世
代
同
居
対
応
が
補
助

対
象
に
な
る
。
同
居
対
応
と
は
、
キ
ッ
チ
ン
・
浴
室
・
ト
イ
レ
・
玄
関

の
う
ち
二
つ
以
上
に
関
し
、
複
数
を
住
宅
内
に
設
け
る
こ
と
を
指
す
。

こ
れ
に
加
え
、
同
居
対
応
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
し
、
所
得
税
の
特

例
措
置
が
創
設
さ
れ
る
。
一
方
、
都
市
再
生
機
構
は
、
親
・
子
世
帯
の

近
居
に
対
す
る
支
援
を
二

0
一
三
年
か
ら
実
施
し
て
き
た
。
機
構
住
宅

を
使
っ
て
親
子
近
居
を
開
始
し
た
世
帯
は
、
家
賃
割
引
を
適
用
さ
れ
る
。
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こ
の
施
策
は
、
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
政
策
に
関
連
し
て

110
一
五
年

に
拡
大
し
、
機
構
住
宅
と
そ
れ
以
外
の
住
宅
を
使
っ
た
親
子
近
居
も
家

賃
割
引
の
対
象
と
な
っ
た
。

一
家
族
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

同
居
・
近
居
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
安
倍
政
権
の
住
宅
政
策
は
、
少

子
化
対
応
と
い
う
現
代
の
課
題
を
背
景
と
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
内
在

す
る
の
は
、
＂
家
族
主
義
＂
の
伝
統
で
あ
る
。
こ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に

注
目
し
て
は
じ
め
て
、
同
居
・
近
居
を
重
視
す
る
政
策
形
成
の
理
解
が

可
能
に
な
る
。
同
居
・
近
居
支
援
の
新
し
い
政
策
は
、
「
新
し
い
」
と

は
い
え
、
唐
突
に
生
ま
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
領
域
の
歴
史
経
緯
と

の
連
関
を
も
っ
゜

家
族
主
義
と
い
う
言
葉
は
、
多
面
の
意
味
を
有
し
、
そ
の
使
い
方
は
、

時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
（
阪
井
ほ
か
―

101
―
-
）
。
こ
こ
で
の
家
族
主
義

と
は
、
福
祉
レ
ジ
ー
ム
論
で
の
そ
れ
に
相
当
す
る
。
人
び
と
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
を
支
え
る
た
め
に
、
政
府
、
市
場
お
よ
び
家
族
は
、
そ
れ
ぞ
れ

重
要
な
役
割
を
は
た
す
。
そ
の
組
み
合
わ
せ
の
体
制
が
福
祉
レ
ジ
ー
ム

で
あ
る
。
家
族
主
義
と
は
、
福
祉
レ
ジ
ー
ム
に
お
け
る
家
族
の
役
割
を

と
く
に
重
視
す
る
方
針
を
意
味
す
る
。
エ
ス
ピ
ン
11

ア
ン
デ
ル
セ
ン

が
福
祉
レ
ジ
ー
ム
論
を
構
築
し
、
社
会
政
策
に
関
す
る
理
解
を
発
展
さ

せ
た
こ
と
は
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
指
摘
に
よ

れ
ば
、
「
家
族
主
義
的
福
祉
レ
ジ
ー
ム
と
は
、
最
大
の
福
祉
義
務
を
家

族
に
割
り
当
て
る
体
制
の
こ
と
で
あ
る
」
（
エ
ス
ピ
ン
11

ア
ン
デ
ル
セ
ン

二
0
0
011
一
九
九
九
七
八
頁
）
。

市
場
経
済
に
根
ざ
す
社
会
で
は
、
多
く
の
人
た
ち
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
を
確
保
す
る
た
め
に
、
自
身
を
労
働
力
と
し
て
商
品
化
し
、
そ
の
販

売
に
よ
っ
て
収
入
を
得
る
。
し
か
し
、
子
ど
も
と
高
齢
者
の
多
く
は
、

労
働
力
に
な
り
え
ず
、
障
害
者
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
な
ど
も
ま
た
、
労

働
力
化
の
困
難
な
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
。
そ
こ
で
は
、
政
府
ま
た
は

家
族
が
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
源
泉
と
な
る
。
戦
後
の
日
本
社
会
は
、
市
場

経
済
を
中
心
に
す
え
た
う
え
で
、
家
族
シ
ス
テ
ム
が
子
ど
も
、
高
齢
者

な
ど
を
保
護
す
る
体
制
を
つ
く
っ
て
き
た
。
政
府
は
、
個
人
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
支
え
る
よ
り
、
む
し
ろ
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

単
位
と
し
て
の
家
族
」
を
も
つ
よ
う
に
人
び
と
を
導
い
た
。

「
日
本
型
福
祉
社
会
」
の
建
設
は
、
自
民
党
と
官
僚
に
よ
っ
て
、
一

九
七

0
年
代
後
半
に
構
想
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
国
家
で
は
な
く
、
家
族

お
よ
び
企
業
・
地
域
が
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
形
成
の
主
体
の
中
心
に
な
る
と

い
う
考
え
方
に
立
脚
す
る
。
家
族
は
、
育
児
と
高
齢
者
扶
養
の
と
く
に

重
要
な
資
源
に
な
る
と
み
な
さ
れ
た
。
社
会
保
障
の
領
域
で
は
、
第
三
号

被
保
険
者
制
度
が
一
九
八
五
年
に
創
設
さ
れ
、
専
業
主
婦
を
含
む
世
帯

に
有
利
な
条
件
を
与
え
た
。
こ
こ
に
は
、
お
も
に
主
婦
が
子
育
て
、
高
齢

者
ケ
ア
を
担
う
と
い
う
想
定
が
あ
る
。
「
日
本
型
福
祉
社
会
」
で
は
、

家
族
の
位
置
づ
け
は
、
福
祉
の
「
対
象
」
か
ら
「
担
い
手
」
に
変
容
し
、

国
家
が
家
族
を
支
え
る
の
で
は
な
く
、
家
族
が
国
家
を
支
え
る
と
い
う

関
係
が
つ
く
ら
れ
る
（
原
田
一
九
八
八
）
。
「
一
億
総
活
躍
」
政
策
の
子
育

て
支
援
と
は
、
こ
う
し
た
家
族
重
視
の
伝
統
の
延
長
線
上
に
位
置
し
、
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家
族
を
コ
ア
と
す
る
福
祉
レ
ジ
ー
ム
を
さ
ら
に
強
調
す
る
意
味
を
も
つ
。

家
族
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
住
宅
政
策
の
あ
り
方
に
影
響
し
た

（
平
山
二
0
0九
）
。
住
ま
い
の
確
保
に
関
し
、
人
び
と
は
、
結
婚
し
、

家
族
を
つ
く
っ
て
は
じ
め
て
政
策
支
援
の
対
象
と
な
っ
た
。
住
宅
金
融

公
庫
（
一
九
五
O
S
二
0
0七
年
）
は
、
単
身
者
を
融
資
対
象
か
ら
外
し
て

い
た
。
公
庫
が
単
身
者
に
対
す
る
融
資
を
開
始
し
た
の
は
、
一
九
八
〇

年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
公
団
住
宅
の
供
給
は
単
身
者
向
け
を

含
ん
で
い
た
が
、
そ
の
大
半
は
家
族
向
け
で
あ
っ
た
。
公
営
住
宅
の
制

度
は
、
入
居
資
格
に
「
同
居
親
族
要
件
」
を
設
け
、
単
身
入
居
を
受
け

入
れ
な
か
っ
た
。
高
齢
者
な
ど
の
単
身
者
は
、
一
九
八

0
年
か
ら
入
居

を
認
め
ら
れ
た
。
「
同
居
親
族
要
件
」
は
二

0
1
―
一
年
に
廃
さ
れ
、
単

身
入
居
が
法
的
に
可
能
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
自
治
体
の
大
半
は
、
公

営
住
宅
管
理
の
条
例
を
用
い
、
単
身
入
居
を
制
限
し
続
け
た
。
単
身
者

の
事
実
上
の
排
除
と
い
う
制
度
運
営
に
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。

「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
た
め
の
住
宅
政
策
は
、
家
族
主
義
の
伝
統

を
反
映
し
た
。
戦
後
の
住
宅
施
策
は
、
家
族
の
住
宅
確
保
を
重
視
す
る

な
か
で
、
核
家
族
を
お
も
な
対
象
と
し
た
。
都
市
化
に
と
も
な
い
、
核

家
族
が
増
え
、
そ
の
膨
大
な
住
宅
需
要
に
対
応
す
る
こ
と
が
、
住
宅
対

策
の
中
心
課
題
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
「
一
億
総
活
躍
」
政
策
は
、

子
育
て
に
関
す
る
拡
大
家
族
の
重
要
さ
を
強
調
し
、
三
世
代
の
同
居
・

近
居
を
促
す
。
安
倍
政
権
の
住
宅
施
策
は
、
焦
点
を
核
家
族
か
ら
拡
大

家
族
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
点
に
お
い
て
、
家
族
主
義
の
色
合
い
を
い
っ
そ

う
強
め
て
い
る
。

一
子
育
て
世
帯
の
住
宅
事
情

(
1
)
世
帯
の
型

で
は
、
子
ど
も
を
育
て
る
世
帯
は
、
住
ま
い
に
関
し
、
ど
の
よ
う
な

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
。
一
1

一
世
代
同
居
を
支
援
す
る
住
宅
施
策
を

評
価
す
る
に
は
、
そ
れ
が
子
育
て
の
現
場
の
実
態
に
沿
っ
て
い
る
か
ど

う
か
を
問
う
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
住
宅
•
土
地
統
計
調
査
（
ニ

0
0三
年
）
お
よ
び
全
国
消
費
実
態
調
査
（
二
0
0
四
年
）
の
ミ
ク
ロ
デ
ー

タ
（
個
票
）
の
独
自
集
計
に
も
と
づ
き
、
長
子
六
歳
未
満
の
乳
幼
児
を

含
む
世
帯
の
住
宅
事
情
を
み
る
。

ま
ず
、
世
帯
類
型
を
観
察
す
る
と
、
核
家
族
世
帯
（
「
夫
婦
と
子
」
「
母

子
・
父
子
」
）
が
八
割
強
に
達
し
、
三
世
代
世
帯
（
「
夫
婦
と
子
と
親
」
「
母

子
・
父
子
と
親
」
）
は
二
割
弱
と
少
な
い
。
最
も
多
い
の
は
「
夫
婦
と

子
」
で
、
そ
の
比
率
は
七
八
・
ニ
％
に
お
よ
ぶ
。
こ
れ
に
次
い
で
、
「
夫

婦
と
子
と
親
」
(
-
五
・
ニ
％
）
が
多
く
、
「
母
子
・
父
子
と
親
」
は
三
•
六

％
、
「
母
子
・
父
子
」
は
三

・
O％
で
あ
っ
た
。
「
母
子
・
父
子
」
の
大

半
は
、
母
子
で
あ
る
。
母
子
お
よ
び
父
子
世
帯
は
、
小
さ
な
グ
ル
ー
プ

を
形
成
し
て
い
る
が
、
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
離
婚
な
ど
の
た
め

に
、
し
だ
い
に
増
加
す
る
。
三
世
代
世
帯
の
形
成
は
、
働
き
手
を
増
や

し
、
生
活
費
支
出
を
合
理
化
す
る
点
で
、
経
済
上
の
利
点
を
も
つ
。
核

家
族
世
帯
数
と
三
世
代
世
帯
数
の
比
は
、
両
親
を
含
む
世
帯
の
グ
ル
ー

プ
で
は
約
一
対

0
・
ニ
、
単
親
の
グ
ル
ー
プ
で
は
ほ
ぼ
一
対
一
と
大
き

く
異
な
る
。
母
子
・
父
子
家
庭
の
多
く
は
、
経
済
困
難
を
か
か
え
、
三
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世
代
同
居
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
家
計
を
維
持
し
よ
う
と

す
る
傾
向
を
み
せ
る
。

(
2
)
住
ま
い
の
状
況

乳
幼
児
を
含
む
世
帯
の
住
ま
い
に
関
し
、
大
切
な
の
は
、
そ
の
著
し

い
階
層
化
の
実
態
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。
世
帯
年
収
を
み
る
と
、
高
収

入
の
「
七

0
0万
円
以
上
」
が
二

O
・
O％
を
占
め
る
と
同
時
に
、
低

収
入
の
「
三
0
0
万
円
未
満
」
が
一
八
•
四
％
を
示
し
、
所
得
分
布
の

分
解
が
認
め
ら
れ
る
（
表
1
)
。
年
収
は
、
世
帯
類
型
と
強
く
相
関
す
る
。

「
夫
婦
と
子
」
で
は
、
「
三

0
0万
円
未
満
」
（
一
七
・
ニ
％
）
と
「
七

0
0

万
円
未
満
」
(
-
六
・
八
％
）
の
そ
れ
ぞ
れ
が
二
割
弱
を
示
す
の
に
対
し
、

「
母
子
・
父
子
」
で
は
、
低
収
入
の
「
三

0
0万
円
未
満
」
世
帯
が
七

八
・
七
％
と
大
半
を
占
め
る
。
三
世
代
同
居
の
グ
ル
ー
プ
を
み
る
と
、

高
収
入
の
「
七

0
0万
円
以
上
」
世
帯
が
多
く
、
そ
の
傾
向
は
、
と
く

に
「
夫
婦
と
子
と
親
」
に
当
て
は
ま
る
。
「
母
子
・
父
子
と
親
」
で
は
、

低
収
入
の
ケ
ー
ス
も
多
く
、
「
一1
1
0
0万
円
」
未
満
が
一1
1
0
•
四
％
を
示

す。
住
宅
事
情
を
表
す
指
標
を
み
る
（
表
1
)
。
住
宅
所
有
形
態
で
は
、
持

ち
家
（
四
五
・
三
％
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で
民
営
借
家
（
三
八
・
六
％
）
が

多
い
。
住
宅
の
延
べ
床
面
積
に
は
、
大
き
な
幅
が
認
め
ら
れ
、
一
―

1
0

d
以
上
の
広
い
住
宅
が
ニ
―
・
ニ
％
を
示
す
一
方
、
四
0
d
未
満
の
狭

小
な
住
宅
が
一
―
•
六
％
を
占
め
る
。
建
築
年
で
は
、
一
九
九
六
年
以

降
建
築
の
住
宅
が
多
く
、
四
ニ
・
ニ
％
に
お
よ
ぶ
。
同
時
に
、
一
九
八

0
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
古
い
住
宅
に
住
む
世
帯
が
み
ら
れ
、
そ
の
割

表 1 子育て世帯（長子5歳以下）の住宅事情

世帯年収 住宅所有形態

300万 700万持ち家公的

円未満円以上 借家

(%) (%) (%) (%) 

民営

借家

(%) ｀
ー
、％
 

与
宅
給

住

（

延べ床面積 建築年 住居費

40 of 120 of 1980年1996年
負担率

未満未満 以前以降
25% 

以上

(%) (%) (%) (%) (%) 

〈世帯類翌〉

夫婦と子

母子・父子

夫婦と子と親

母子・父子と親

その他

〈世帯年収〉

300万円未満

300万~500万円未満

500万~700万円未満

700万円以上

合計 18.4 20.0 45.3 8.0 38.6 7.7 11.6 21.2 21.9 42.2 19.3 

注） 1)世帯主との続柄「孫」の世帯員のうち最年長者が5歳以下の世帯、または、「孫」がおらず続柄「子」の世帯員

のうち最年長者が5歳以下の世帯について集計。

2)住居費負担率は、ーカ月当たりの住宅ローン返済・管理費・共益費・修繕積立金などの合計の対可処分所得比。

3)住居費負担率25%以上世帯率は、勤労者世帯についてのみ集計。

4)住居費負担率25%以上世帯には、可処分所得がマイナスの世帯を含む。

5)不明を除く。
資料）住居費負担率25%以上世帯率は平成16年全国消費実態調査のミクロデータ、それ以外は平成15年住宅•土地統

計調査のミクロデータより作成。

17.2 

78.7 

9.8 

30.4 

40.7 

16.8 

3.7 

38.7 

24.5 

14.6 

100.0 0.0 

0.0 0.0 

0.0 0.0 

0.0 100.0 

35.5 

13.2 

93.6 

78.4 

64.0 

24.6 

39.4 

52.8 

66.0 

8.6 

23.2 

1.5 

7.8 

18.4 

19.4 

8.6 

3.4 

1.8 

45.6 

59.0 

4.4 

13.7 

15.7 

52.3 

44.0 

32.6 

23.3 

9.7 

3.1 

0.4 

0.1 

1.9 

2.9 

7.5 

11.0 

8.7 

13.0 

35.5 

0.8 

6.7 

13.5 

24.6 

13.0 

6.7 

2.9 

11.5 

4.2 

70.2 

38.8 

36.6 

9.8 

16.5 

23.4 

37.7 

17.8 

29.6 

36.5 

41.7 

45.7 

33.1 

21.0 

18.4 

17.7 

46.6 

29.3 

28.7 

14.9 

11.2 

26.4 

41.1 

49.8 

49.0 

20.2 

18.2 

11.3 

15.1 

16.5 

27.7 

22.6 

18.3 

13.1 
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合
は
ニ
―
・
九
％
で
あ
っ
た
。
新
耐
震
基
準
導
入
（
一
九
八
一
年
）
よ
り

前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
は
、
安
全
性
を
欠
く
こ
と
が
あ
る
。
住
居
費
負

担
が
重
い
世
帯
で
は
、
そ
の
支
出
が
子
育
て
の
経
済
を
圧
迫
す
る
。
住

居
費
の
対
可
処
分
所
得
比
を
計
算
す
る
と
、
二
五
％
以
上
の
世
帯
が
一

九
•
1
1
]
 

％
を
示
し
た
。

住
宅
事
情
の
こ
れ
ら
の
指
標
は
、
世
帯
類
型
に
密
接
に
関
係
す
る
。

核
家
族
世
帯
の
グ
ル
ー
プ
を
み
る
と
、
「
夫
婦
と
子
」
世
帯
に
比
べ
、

「
母
子
・
父
子
」
世
帯
で
は
、
民
営
借
家
の
割
合
が
よ
り
高
く
、
狭
い

住
宅
、
古
い
建
物
に
住
ん
で
い
る
場
合
が
よ
り
多
い
。
両
者
の
住
宅
事

情
の
違
い
は
大
き
い
。
三
世
代
世
帯
で
は
、
持
ち
家
率
が
き
わ
め
て
高

く
、
広
い
住
宅
が
多
い
。
こ
の
傾
向
は
、
「
夫
婦
と
子
と
親
」
世
帯
で

よ
り
明
確
に
認
め
ら
れ
る
。
一
1

一
世
代
世
帯
の
住
宅
の
多
く
は
、
，
建
築
年

が
古
く
、
と
く
に
「
母
子
・
父
子
と
親
」
で
は
、
古
い
住
宅
が
よ
り
多
い
。

世
帯
年
収
と
の
関
連
で
住
宅
事
情
を
観
察
す
る
と
、
収
入
が
低
い
ほ

ど
、
民
営
借
家
、
狭
い
住
宅
、
古
い
住
宅
が
多
く
、
住
居
費
負
担
が
重

い
。
年
収
「
―
―

1
0
0万
円
未
満
」
、
「
七

0
0万
円
以
上
」
の
グ
ル
ー
プ

を
比
較
す
る
と
、
民
営
借
家
率
は
五
ニ
・
三
％
、
―
-
三
・
一
1

]

％
、
四

0rrl

未
満
率
は
二
四
・
六
％
、
ニ
・
九
％
、
一
九
八

0
年
以
前
建
築
率
は
三

三
・
一
％
、
一
七
・
七
％
と
著
し
い
差
が
み
ら
れ
た
。
住
居
費
の
対
可
処

分
所
得
比
が
二
五
％
以
上
の
世
帯
は
、
年
収
「
七

0
0万
円
以
上
」
で

は
一
三
・
一
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
「
三

0
0万
円
未
満
」
で
は
二

七
・
七
％
に
お
よ
ん
だ
。

(
3
)
住
み
替
え
の
実
態

続
い
て
、
乳
幼
児
を
も
つ
世
帯
の
住
み
替
え
実
態
を
み
る
（
表
2
)
。

子
ど
も
を
育
て
る
若
い
世
帯
の
多
く
は
、
転
居
を
経
験
す
る
。
こ
こ
で

の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
乳
幼
児
を
含
む
世
帯
の
転
居
率
（
過
去
約
五
年
間

に
転
居
し
た
世
帯
の
比
率
）
は
、
六
ニ
・
四
％
に
達
す
る
。
転
居
し
た
世
帯

に
関
し
、
移
動
後
の
住
ま
い
の
所
有
形
態
を
み
る
と
、
民
営
借
家
が
四

六
・
七
％
と
多
く
、
次
い
で
持
ち
家
の
三
三
・
七
％
で
比
率
が
高
い
。
持

ち
家
へ
の
転
居
に
比
べ
、
民
営
借
家
へ
の
転
居
は
、
住
宅
水
準
の
向
上

に
つ
な
が
ら
な
い
場
合
が
多
い
。

世
帯
類
型
別
に
転
居
実
態
を
調
べ
る
と
、
三
世
代
世
帯
の
住
み
替
え

は
少
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
核
家
族
世
帯
の
転
居
は
多
く
、
そ
の
比
率

は
、
「
夫
婦
と
子
」
で
は
七
三
・
三
％
を
示
し
、
「
母
子
・
父
子
」
で
は

よ
り
高
く
、
八
四
・
三
％
に
お
よ
ぶ
。
転
居
後
の
住
宅
所
有
形
態
で
は
、

民
営
借
家
が
多
く
、
そ
の
比
率
は
、
「
夫
婦
と
子
」
（
四
七
・
九
％
）
よ
り

「
母
子
・
父
子
」
（
六0
•
五
％
）
で
よ
り
高
い
。
転
居
先
が
持
ち
家
の
世

帯
は
、
「
母
子
・
父
子
」
で
は
九
・
三
％
と
少
な
い
の
に
対
し
、
「
夫
婦

と
子
」
で
は
三
ニ
・
三
％
を
示
す
。
「
夫
婦
と
子
」
世
帯
で
は
、
持
ち
家

取
得
に
よ
る
住
宅
改
善
が
よ
り
多
い
の
に
対
し
、
「
母
子
・
父
子
」
世

帯
で
は
、
借
家
市
場
を
い
わ
ば
流
動
し
て
い
る
世
帯
が
多
く
、
転
居
率

の
高
さ
は
居
住
の
不
安
定
さ
を
表
し
て
い
る
。

世
帯
年
収
と
転
居
実
態
は
、
明
確
に
相
関
し
、
収
入
が
低
い
グ
ル
ー

プ
で
は
、
転
居
率
が
高
く
、
民
営
借
家
に
住
み
替
え
た
世
帯
が
多
い
。

転
居
し
た
世
帯
の
割
合
は
、
年
収
「
七

0
0万
円
以
上
」
で
の
四
九
・

五
％
に
比
べ
、
「
三

0
0万
円
未
満
」
で
は
六
九
・
六
％
と
よ
り
高
い
。
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表2 子育て世帯（長子5歳以下）の住み替え実態

移動あり 移動なし 合計

（％） 

持ち家

（％） 

（移動先の住宅所有形態）

公的 民営 給与その他

借家借家住宅

（％）（％）（％） （％） 

小計

（％） （％） （％） 

〈世帯類型〉

夫婦と子

母子・父子

夫婦と子と親

母子・父子と親

その他

〈世帯年収〉

300万円未満

300万~500万円未満

500万~700万円未満

700万円以上

73.3 

84.3 

16.4 

17.9 

16.1 

69.6 

66.3 

61.6 

49.5 

32.3 

9.3 

82.8 

50.2 

45.1 

13.8 

30.2 

44.0 

52.2 

9.0 

25.9 

3.1 

13.3 

54.9 

22.0 

9.3 

3.8 

2.6 

47.9 

60.5 

13.2 

36.1 

0.0 

60.0 

50.5 

38.4 

33.1 

10.5 

2.9 

1.0 

0.4 

0.0 

3.6 

9.6 

13.5 

11.8 

9.7 

0.4 

1.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

0.3 

0.3 

0.3 

0.4 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

26.7 

15.7 

83.6 

82.1 

83.9 

30.4 

33.7 

38.4 

50.5 

合計 62.4 33.7 9.5 46.7 

注） 1)1999年1月から2003年9月までの移動について集計。
2)世帯主との続柄「孫」の世帯員のうち最年長者が5歳以下の世帯、または、「孫」がおらず続柄「子」の世帯員
のうち最年長者が5歳以下の世帯について集計。
3)不明を除く。

資料）平成15年住宅•土地統計調査のミクロデータより作成。
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転
居
後
の
住
ま
い
を
み
る
と
、
「
七

0
0万
円
以
上
」
で
は
持
ち
家
が

多
く
（
五
ニ
・
ニ
％
）
、
「
三

0
0万
円
未
満
」
で
は
民
営
借
家
の
割
合
が

高
い
（
六
O
・
O%
）
。
低
収
入
の
子
育
て
世
帯
の
居
住
は
安
定
せ
ず
、
そ

の
移
動
の
多
く
は
住
宅
水
準
の
改
善
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
。

＿
同
居
と
出
生
が
増
え
る
の
か
？

子
育
て
世
帯
の
住
宅
事
情
に
関
す
る
以
上
の
観
察
か
ら
、
同
居
・
近

居
促
進
の
住
宅
政
策
に
つ
い
て
、
何
を
言
え
る
の
か
。
ま
ず
、
指
摘
さ

れ
る
の
は
、
三
世
代
同
居
を
モ
デ
ル
と
し
、
そ
れ
を
支
援
す
る
施
策
は
、

特
殊
な
手
法
で
し
か
あ
り
え
ず
、
少
子
化
対
策
と
し
て
有
効
性
を
も
ち

え
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
世
帯
総
数
に
対
す
る
三
世
代
世
帯
数
の

比
率
は
減
り
続
け
、
―

1
0
一
三
年
で
は
六
・
六
％
と
な
っ
た
（
国
民
生
活

基
礎
調
査
）
。
子
育
て
世
帯
数
を
分
母
と
す
れ
ば
、
三
世
代
同
居
の
割
合

は
、
よ
り
高
く
な
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
統
計
分
析
に
よ
れ
ば
、
先

述
の
よ
う
に
、
乳
幼
児
を
含
む
世
帯
の
う
ち
、
三
世
代
世
帯
は
二
割
弱

に
と
ど
ま
る
。
親
世
代
と
の
同
居
を
望
む
若
い
世
帯
は
少
な
い
。
内
閣

府
が
一

1
0
一
三
年
に
実
施
し
た
「
家
族
と
地
域
に
お
け
る
子
育
て
に
関

す
る
意
識
調
査
」
に
よ
る
と
、
「
理
想
の
家
族
の
住
ま
い
方
」
と
し
て

三
世
代
同
居
を
あ
げ
た
回
答
者
は
、
二
0
•
六
％
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の

比
率
は
、
三

0
歳
代
の
男
性
で
は
一
四
・
九
％
と
低
く
、
同
年
代
の
女

性
で
は
一

O・
七
％
と
さ
ら
に
少
な
い
。
政
府
は
、
同
居
促
進
の
根
拠

を
、
現
に
同
居
し
て
い
る
世
帯
よ
り
同
居
希
望
世
帯
が
多
い
こ
と
に
求

め
た
。
し
か
し
、
同
居
希
望
の
絶
対
量
は
少
な
い
。
現
同
居
世
帯
数
と
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同
居
希
望
世
帯
数
の
わ
ず
か
な
差
か
ら
同
居
促
進
の
必
要
を
裏
付
け
よ

う
と
す
る
政
策
立
案
の
説
得
力
は
弱
い
。
三
世
代
同
居
を
支
援
す
る
政

策
が
同
居
を
大
き
く
増
や
し
、
拡
大
家
族
の
増
加
が
出
生
率
を
引
き
上

げ
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
空
想

の
産
物
で
し
か
な
い
。

子
育
て
支
援
の
政
策
形
成
で
は
、
「
福
井
モ
デ
ル
」
が
し
ば
し
ば
参

照
対
象
に
な
る
。
福
井
県
で
は
三
世
代
同
居
が
多
く
、
そ
れ
が
出
生
率

を
高
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
同
県
は
、
同
居
お
よ
び
近
居
を

支
援
す
る
住
宅
施
策
を
展
開
し
て
き
た
。
し
か
し
、
少
子
化
を
く
い
止

め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
人
口
が
多
く
、
出
生
率
が
と
く
に
低
い

大
都
市
に
対
す
る
対
策
が
重
要
に
な
る
。
こ
の
大
都
市
で
は
、
同
居
を

増
や
す
た
め
の
条
件
が
ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら
な
い
。
東
京
都
で
は
、
三

世
代
世
帯
は
約
1

1

％
し
か
存
在
し
な
い
。
住
宅
は
狭
く
、
そ
こ
で
の
三

世
代
同
居
は
物
理
的
に
困
難
ま
た
は
不
可
能
で
あ
る
。
「
福
井
モ
デ

ル
」
は
、
大
都
市
で
は
＂
モ
デ
ル
＂
に
な
り
え
な
い
。

一
方
、
上
記
の
内
閣
府
調
査
に
よ
れ
ば
、
近
居
希
望
は
多
く
、
三

一
・
八
％
を
示
し
、
と
く
に
三

0
歳
代
の
若
い
男
性
、
女
性
で
は
五

O・

0
%、
四
八
・
五
％
と
よ
り
多
い
。
子
育
て
世
帯
に
と
っ
て
、
親
が
近

く
に
住
ん
で
い
る
こ
と
は
、
育
児
・
家
事
の
助
け
に
な
り
、
安
心
感
を

も
た
ら
す
。
し
か
し
、
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
に
向
け
た
住
宅
政
策
は
、

近
居
支
援
よ
り
同
居
支
援
に
重
点
を
置
い
た
。

戦
後
の
家
族
制
度
は
直
系
家
族
制
か
ら
核
家
族
制
に
移
っ
た
と
い
う

見
方
が
あ
り
え
る
が
、
そ
れ
は
、
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
く
、
む
し
ろ

一
面
的
で
あ
る
（
加
藤
二
0
0
五
）
。
世
代
を
超
え
る
家
族
の
維
持
を

重
視
す
る
直
系
制
は
、
日
本
社
会
に
深
く
根
づ
い
て
い
る
。
同
居
慣
行

も
ま
た
、
け
っ
し
て
消
失
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
現
代
の
同
居
の
多

く
は
、
親
・
子
双
方
の
年
齢
が
上
昇
し
、
中
高
年
に
な
っ
た
子
ど
も
が
、

老
親
の

H
常
を
支
え
る
た
め
に
、
親
の
家
に
移
り
住
む
、
あ
る
い
は
親

を
自
分
の
家
に
呼
び
寄
せ
る
、
と
い
う
パ
タ
ー
ン
に
も
と
づ
く
。
若
い

子
育
て
世
帯
は
、
親
と
の
近
居
を
選
ぶ
こ
と
が
あ
る
一
方
、
多
く
の
場

合
、
同
居
は
望
ん
で
い
な
い
。

＿
政
府
は
、
誰
を
、
助
け
る
の
か
？

次
に
、
同
居
・
近
居
促
進
の
政
策
を
所
得
再
分
配
の
観
点
か
ら
評
価

す
る
必
要
が
あ
る
。
住
宅
政
策
を
社
会
政
策
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け

る
の
で
あ
れ
ば
、
求
め
ら
れ
る
機
能
の
一
っ
は
、
再
分
配
で
あ
る
。
よ

り
低
所
得
の
人
た
ち
に
、
よ
り
多
く
の
支
援
を
振
り
向
け
、
そ
の
居
住

を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
、
政
策
目
標
に
な
る
。
そ
の
一
方
、
住
ま
い
に

関
す
る
政
策
展
開
は
、
何
ら
か
の
モ
デ
ル
に
向
け
て
人
び
と
を
誘
導
す

る
機
能
を
も
つ
。
こ
の
”
再
分
配
＂
と
”
誘
導
＂
は
、
矛
盾
す
る
と
は

限
ら
な
い
。
低
収
入
の
人
た
ち
に
良
質
の
住
宅
を
配
分
し
、
そ
の
居
住

状
態
を
社
会
規
範
に
合
致
す
る
水
準
に
導
く
施
策
が
あ
り
え
る
。
し
か

し
、
拡
大
家
族
の
同
居
を
モ
デ
ル
と
し
、
そ
こ
へ
の
”
誘
導
＂
に
傾
く

政
策
は
、
”
再
分
配
＂
に
関
し
、
ほ
と
ん
ど
効
果
を
生
ま
な
い
ど
こ
ろ

か
、
逆
進
的
な
結
果
さ
え
も
た
ら
す
。

若
年
層
の
う
ち
、
結
婚
し
、
子
ど
も
を
も
つ
人
た
ち
は
、
未
婚
の
人
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た
ち
に
比
べ
、
た
い
て
い
の
場
合
、
よ
り
上
位
の
経
済
階
層
に
所
属
す

る
。
す
で
に
周
知
の
よ
う
に
、
若
年
層
の
未
婚
率
は
上
が
り
続
け
て
い

る
。
と
く
に
増
大
し
た
の
は
、
親
の
家
に
住
み
つ
づ
け
る
成
人
未
婚
の

「
世
帯
内
単
身
者
」
で
あ
る
。
親
元
を
離
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
は
、
単
身

世
帯
が
増
え
た
。
若
い
人
た
ち
は
、
親
の
家
を
出
て
独
立
し
、
結
婚
し

て
子
ど
も
を
も
ち
、
と
い
う
標
準
パ
タ
ー
ン
の
道
筋
を
た
ど
る
と
い
う

想
定
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
＂
次
の
段
階
“
へ
の
移
行
は
、
遅
く
な
る

一
方
で
あ
る
。
そ
の
要
因
の
一
っ
は
、
経
済
上
の
困
窮
に
あ
る
。
既
婚

者
と
未
婚
者
を
比
べ
る
と
、
後
者
の
所
得
が
低
い
。
世
帯
内
単
身
者
の

グ
ル
ー
プ
に
は
、
多
数
の
無
業
者
と
不
安
定
就
労
者
が
含
ま
れ
る
。
し

か
し
、
家
族
を
も
つ
人
た
ち
を
モ
デ
ル
と
す
る
住
宅
政
策
の
運
営
で
は
、

未
婚
の
人
た
ち
の
住
宅
事
情
に
は
関
心
が
払
わ
れ
な
い
（
平
山
二
0
0

九）。さ
ら
に
、
本
稿
で
は
、
乳
幼
児
を
育
て
る
世
帯
を
対
象
と
し
、
そ
の

住
宅
事
情
が
顕
著
に
階
層
化
し
て
い
る
実
態
を
示
し
た
。
子
ど
も
を
も

つ
世
帯
の
う
ち
、
三
世
代
世
帯
で
は
、
持
ち
家
率
が
き
わ
だ
っ
て
高
く
、

住
宅
が
広
く
、
収
入
は
多
い
。
あ
り
て
い
に
い
え
ば
、
三
世
代
同
居
の

人
た
ち
は
、
少
な
く
と
も
マ
テ
リ
ア
ル
な
側
面
に
関
し
、
と
く
に
恵
ま

れ
た
グ
ル
ー
プ
を
形
成
す
る
。
そ
の
住
居
は
建
築
年
が
古
く
、
老
朽
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
三
世
代
世
帯
の
多
く
は
、
住
宅
修

繕
に
必
要
な
資
力
を
も
つ
。
同
居
促
進
の
住
宅
施
策
は
、
現
に
同
居
し

て
い
る
世
帯
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
同
居
し
よ
う
と
す
る
人
た
ち
を
支

援
す
る
も
の
が
多
い
。
同
居
希
望
の
グ
ル
ー
プ
も
ま
た
、
同
居
に
必
要

i
 

な
住
宅
確
保
の
見
通
し
を
も
ち
、
よ
り
上
位
の
階
層
に
属
す
る
。
旧

「
三
本
の
矢
」
と
は
異
な
り
、
「
新
・
三
本
の
矢
」
は
、
「
成
長
」
だ
け

で
は
な
く
、
「
分
配
」
を
課
題
と
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
分
配
は
、
少

な
く
と
も
同
居
促
進
の
施
策
に
関
し
て
い
え
ば
、
逆
進
的
な
効
果
し
か

生
ま
な
い
。

三
世
代
世
帯
の
持
ち
家
率
は
高
く
、
し
た
が
っ
て
、
同
居
促
進
の
住

宅
施
策
の
多
く
は
、
持
ち
家
支
援
の
か
た
ち
を
と
る
。
持
ち
家
の
取

得
・
改
善
に
公
的
資
金
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
私
有
資
産
を
増
価
さ
せ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
論
拠
は
、
少
な
く
と
も
円
滑
に
は
、
成
り
立
た
な

い
。
た
と
え
ば
、
大
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
地
域
で
は
、
住
む
場
所
の
復

興
を
進
め
る
う
え
で
、
持
ち
家
再
建
は
重
要
な
役
割
を
は
た
す
。
し
か

し
、
政
府
は
、
私
物
で
あ
る
持
ち
家
へ
の
公
的
援
助
に
難
色
を
示
し
て

き
た
。
こ
れ
に
対
し
、
多
く
の
論
者
は
、
持
ち
家
再
建
が
被
災
者
を
救

済
し
、
地
域
再
生
を
支
え
る
点
に
注
意
を
促
し
、
そ
の
公
共
性
を
支
持

す
る
主
張
を
粘
り
強
く
展
開
し
た
。
災
害
復
興
の
現
場
で
は
、
私
有
住

宅
に
対
す
る
公
的
支
援
は
、
込
み
入
っ
た
論
争
を
突
破
し
て
は
じ
め
て

可
能
に
な
る
。
し
か
し
、
三
世
代
同
居
の
た
め
の
持
ち
家
支
援
に
つ
い

て
は
、
政
府
が
た
め
ら
う
様
子
は
み
ら
れ
な
い
。

戦
後
の
住
宅
政
策
が
お
も
な
対
象
と
し
た
の
は
、
「
自
立
し
た
世

帯
」
で
あ
っ
た
。
経
済
の
高
度
成
長
と
都
市
化
の
も
と
で
、
多
数
の
人

た
ち
が
地
方
か
ら
都
市
に
動
き
、
そ
し
て
、
結
婚
し
、
自
身
の
核
家
族

を
つ
く
っ
た
。
そ
の
自
立
を
促
し
、
支
え
る
う
え
で
、
住
宅
政
策
は
重

要
な
役
割
を
は
た
し
た
。
公
営
・
公
団
の
集
合
住
宅
団
地
、
住
宅
金
融
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公
庫
の
融
資
を
受
け
た
一
戸
建
て
住
宅
団
地
な
ど
は
、
核
家
族
向
け
住

宅
を
大
量
に
供
給
し
た
。
そ
の
画
一
性
は
、
し
ば
し
ば
批
判
の
対
象
と

な
っ
た
|
|
出
函
E

、
退
屈
、
没
個
性
…
…
。
し
か
し
、
団
地
の
画
一
的

な
フ
ァ
サ
ー
ド
は
、
入
居
者
を
平
等
に
扱
い
、
そ
の
「
出
自
を
問
わ
な

い
」
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
出
身
地
か
ら
の
分
離
、
家
柄
の
不

問
、
出
身
階
級
の
不
問
、
結
婚
を
核
と
す
る
世
帯
形
成
、
そ
の
独
立
と

平
等
は
、
戦
後
民
主
社
会
の
不
可
欠
の
要
素
と
な
っ
た
。
住
宅
政
策
が

支
持
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
「
自
立
し
た
世
帯
」
を
コ
ア
と
す
る
”
モ

ダ
ン
＂
な
社
会
形
成
で
あ
っ
た

(
H
i
r
a
y
昔
a,
2
 0
 1
5
)

。

し
か
し
、
「
日
本
型
福
祉
社
会
」
の
構
想
の
頃
か
ら
、
政
府
は
、
直

系
家
族
の
シ
ス
テ
ム
を
重
視
す
る
福
祉
レ
ジ
ー
ム
を
よ
り
強
調
す
る
傾

向
を
強
め
た
。
こ
の
流
れ
は
、
住
宅
政
策
の
領
域
に
波
及
し
た
。
三
世

代
同
居
を
推
進
す
る
政
策
は
、
そ
の
一
環
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
子

世
帯
の
住
宅
取
得
を
親
が
援
助
す
る
場
合
、
そ
の
生
前
贈
与
に
関
す
る

税
制
上
の
優
遇
が
大
幅
に
拡
大
し
た
。
こ
れ
ら
の
施
策
は
、
再
分
配
に

つ
い
て
逆
進
的
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
経
済
不
平
等
の
世
代
を
超
え
る

維
持
・
拡
大
に
結
び
つ
く
。
三
世
代
同
居
の
可
能
な
家
族
は
、
政
府
支

援
を
得
ら
れ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
。
若
い
世
帯
が
持
ち
家
を
取
得
で

き
る
か
ど
う
か
に
親
の
経
済
状
態
が
関
係
す
る
程
度
が
増
大
し
た
。
こ

こ
で
は
、
若
い
世
帯
は
、
「
自
立
し
た
世
帯
」
と
は
み
な
さ
れ
ず
、
親

世
代
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
。
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
建
設
を
め
ざ
す

政
策
が
、
直
系
家
族
を
過
度
に
重
視
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、

「
出
自
を
問
う
」
社
会
を
再
興
さ
せ
る
可
能
性
を
と
も
な
う
。

本
稿
で
は
、
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
た
め
の
同
居
・
近
居
促
進
を

検
討
し
た
。
そ
の
結
論
を
述
べ
る
。
結
婚
と
出
生
に
対
す
る
政
府
介
入

に
は
、
慎
重
さ
が
求
め
ら
れ
る
。
結
婚
す
る
か
ど
う
か
、
子
ど
も
を
も

つ
か
ど
う
か
は
、
個
人
の
選
択
の
問
題
で
あ
る
。
社
会
の
保
全
の
た
め

に
家
族
を
つ
く
る
必
要
は
な
く
、
出
生
率
の
引
き
上
げ
を
め
ざ
す
国
家

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
必
要
も
な
い
。
一
方
、
子
ど
も
を
育
て
た

い
と
望
む
人
た
ち
の
た
め
に
、
そ
の
環
境
を
用
意
し
よ
う
と
す
る
施
策

の
根
拠
説
明
が
成
り
立
つ
可
能
性
は
あ
る
。
政
府
は
、
「
一
億
総
活

躍
」
政
策
の
子
育
て
支
援
に
関
し
、
そ
れ
が
人
び
と
の
希
望
を
ふ
ま
え

て
い
る
点
を
強
調
し
た
。

し
か
し
、
少
子
化
対
応
の
政
策
は
、
人
び
と
の
生
き
方
に
関
す
る
価

値
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
つ
く
る
危
険
を
は
ら
む
。
家
族
を
重
ん
じ
る
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
の
も
と
で
、
結
婚
す
る
／
し
な
い
、
子
ど
も
を
も
つ
／
も

た
な
い
人
た
ち
の
区
分
け
に
も
と
づ
く
施
策
が
拡
大
し
た
。
「
一
億
総

活
躍
社
会
」
で
は
「
誰
も
が
活
躍
で
き
る
」
と
さ
れ
る
一
方
、
そ
の
メ

ン
バ
ー
シ
ッ
プ
は
、
結
婚
し
、
子
ど
も
を
も
つ
人
た
ち
に
優
先
的
に
与

え
ら
れ
る
よ
う
に
み
え
る
。
「
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
」
（
二
0
一
五
年
三

月
閣
議
決
定
）
は
、
少
子
化
対
策
に
お
い
て
「
個
々
人
の
決
定
に
特
定
の

価
値
観
を
押
し
付
け
た
り
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
た
り
す
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
」
と
し
た
。
こ
れ
は
、
少
子
化

対
策
に
よ
っ
て
結
婚
と
出
生
に
関
す
る
価
値
が
序
列
化
す
る
可
能
性
を

一
実
態
か
ら
の
政
策
形
成
を
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政
策
立
案
者
が
認
識
し
、
そ
れ
へ
の
批
判
に
あ
ら
か
じ
め
対
応
す
る
必

要
を
意
識
し
て
い
る
が
ゆ
え
の
記
述
で
あ
る
。

住
宅
政
策
を
再
分
配
の
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
子

育
て
世
帯
の
う
ち
、
優
先
的
に
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
単
親
世

帯
と
低
収
入
世
帯
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
世
帯
の
多
く
は
、
民
営
借
家
に

住
む
場
所
を
求
め
、
不
安
定
な
居
住
、
狭
い
空
間
、
老
朽
し
た
建
物
、

重
い
家
賃
負
担
な
ど
の
困
難
に
直
面
し
て
き
た
。
そ
の
環
境
は
、
子
育

て
に
適
し
て
い
な
い
。
母
子
・
低
収
入
世
帯
に
は
、
公
営
住
宅
が
供
給

さ
れ
る
。
し
か
し
、
公
営
住
宅
の
ス
ト
ッ
ク
は
減
り
は
じ
め
、
供
給
戸

数
は
少
な
い
。
さ
ら
に
、
公
営
団
地
は
、
不
便
な
立
地
、
設
備
の
老
朽
、

遊
び
場
の
不
足
な
ど
の
問
題
点
を
も
つ
場
合
が
あ
る
。
単
親
・
低
収
入

世
帯
向
け
住
宅
施
策
の
抜
本
的
な
拡
充
が
求
め
ら
れ
る
。
一
1

一
世
代
世
帯

に
対
す
る
公
的
援
助
の
必
要
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
対
象
は
、
「
夫

婦
と
子
と
親
」
で
は
な
く
、
「
母
子
・
父
子
と
親
」
で
あ
る
。
単
親
世

帯
は
、
三
世
代
化
に
よ
っ
て
生
活
条
件
を
整
え
よ
う
と
す
る
こ
と
が
多

い
。
し
か
し
、
母
子
・
父
子
を
含
む
三
世
代
同
居
で
は
、
低
収
入
、
老

朽
・
狭
小
住
宅
な
ど
の
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
る
。

少
子
化
対
応
と
し
て
の
住
宅
政
策
を
構
想
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
現
に

子
ど
も
を
育
て
て
い
る
世
帯
に
対
す
る
支
援
に
加
え
、
若
年
層
の
独
立

と
結
婚
を
支
え
る
手
段
が
必
要
に
な
る
。
「
一
億
総
活
躍
」
政
策
の

「
緊
急
対
策
」
で
は
、
「
若
者
の
新
婚
生
活
の
住
居
費
負
担
の
軽
減
」
が

提
案
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
提
起
は
、
同
居
・
近
居
促
進
が
「
特
に

緊
急
対
応
」
を
要
す
る
と
な
っ
て
い
る
の
に
比
べ
、
低
い
位
置
づ
け
し

か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
先
述
の
よ
う
に
、
若
い
世
代
で
は
、
親
元
に

住
み
続
け
る
成
人
未
婚
者
が
増
大
し
た
。
日
本
で
は
、
婚
外
子
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
未
婚
率
の
上
昇
が
出
生
の
減
少
に
直
結
す
る
。
若
年
層

の
住
宅
安
定
を
促
進
す
る
施
策
は
、
親
元
か
ら
の
独
立
を
促
し
、
単
身

者
の
結
婚
を
支
え
る
効
果
を
も
つ
。

住
ま
い
方
に
関
す
る
世
代
間
関
係
の
検
討
で
は
、
同
居
よ
り
近
居
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
い
点
を
み
る
必
要
が
あ
る
。
同
居
促
進
に
比
べ
、

近
居
促
進
は
、
人
び
と
の
希
望
に
沿
う
度
合
い
が
高
い
。
し
か
し
、
近

居
を
支
え
る
に
は
、
住
宅
地
の
組
み
立
て
方
の
再
編
が
不
可
欠
に
な
る
。

戦
後
の
住
宅
地
開
発
で
は
、
深
刻
な
住
宅
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
均

質
か
つ
大
量
の
住
宅
を
建
設
す
る
方
向
が
め
ざ
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
郊
外
住
宅
地
、
集
合
住
宅
団
地
な
ど
は
、
同
一
世
代

の
人
び
と
が
集
中
す
る
空
間
を
形
成
し
た
。
し
か
し
、
多
世
代
の
近
居

を
可
能
に
す
る
に
は
、
よ
り
多
様
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
複
合
化
が
必
要

に
な
る
。
一
戸
建
住
宅
ば
か
り
が
建
ち
な
ら
ぶ
住
宅
地
、
あ
る
い
は
小

さ
な
賃
貸
住
宅
の
み
が
集
中
す
る
地
域
で
は
、
親
・
子
世
帯
の
近
居
は

難
し
い
。
持
ち
家
と
借
家
、
大
住
宅
と
小
住
宅
な
ど
を
複
合
さ
せ
れ
ば
、

若
い
世
帯
が
必
要
に
応
じ
て
住
み
替
え
な
が
ら
、
親
の
家
と
の
距
離
を

あ
る
程
度
の
幅
の
な
か
で
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
都
市
再
生

機
構
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
親
子
近
居
に
家
賃
割
引
を
適
用
し
て
き
た
。

し
か
し
、
近
居
を
直
接
的
に
促
進
す
る
施
策
の
効
果
は
限
ら
れ
て
い
る
。

住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
多
様
性
が
親
子
近
居
の
自
然
な
生
成
を
支
え
る
と
い

う
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
構
築
が
よ
り
重
要
に
な
る
。
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-
結
局
の
と
こ
ろ
、
三
世
代
同
居
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
政
策
は
、
家

族
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
表
現
す
る
以
外
に
ほ
と
ん
ど
何
の
役
に
も

立
ち
そ
う
も
な
い
。
そ
れ
は
、
特
定
の
モ
デ
ル
に
沿
っ
た
生
き
方
の
価

値
を
無
条
件
に
高
く
見
積
も
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
び
と
の
実
態
か
ら

遊
離
し
、
住
宅
政
策
と
し
て
も
、
子
育
て
支
援
と
し
て
も
、
合
理
性
を

も
ち
ょ
う
が
な
い
。
子
育
て
世
帯
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
母
子
・
低
収
入

世
帯
が
住
ま
い
の
安
定
を
得
ら
れ
ず
、
困
窮
し
て
い
る
事
実
が
あ
る
。

未
婚
者
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
適
切
な
住
宅
を
確
保
で
き
な
い
低
賃
金
の

人
た
ち
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
状
況
は
、
「
誰
も
が
活
躍
で
き
る
」
予
定

の
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
政
策
の
課
題
リ
ス
ト
か

ら
除
外
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
政
府
は
、
人
び
と
の
住
宅
事
情
に
関
し
、

大
量
の
統
計
と
情
報
を
も
っ
て
い
る
。
子
育
て
支
援
の
住
宅
政
策
を
立

案
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
前
提
の
甚
礎
作
業
と
し
て
、
子
育
て
世
帯

の
住
宅
事
情
を
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
通
常
の
分

析
さ
え
、
ほ
と
ん
ど
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
三
世
代
同
居
を
促
す
と
い

う
結
論
が
先
に
あ
っ
て
、
そ
の
説
明
に
役
立
ち
そ
う
な
デ
ー
タ
だ
け
が

散
発
的
に
集
め
ら
れ
た
。

安
倍
首
相
は
、
経
済
を
力
強
く
成
長
さ
せ
、
希
望
出
生
率
一
・
八
を

達
成
す
る
と
い
う
。
し
か
し
、
社
会
変
化
の
実
態
は
、
出
生
率
の
大
幅

な
回
復
が
難
し
く
、
高
度
成
長
の
再
現
の
可
能
性
が
微
量
で
あ
る
こ
と

を
示
唆
す
る
。
人
ロ
・
経
済
ト
レ
ン
ド
を
容
易
に
逆
転
で
き
る
か
の
よ

う
な
雄
壮
な
シ
ナ
リ
オ
を
描
く
こ
と
は
、
政
治
上
の
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
を

掃
す
る
と
し
て
も
、
社
会
安
定
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
観
点
か
ら
は
、

無
意
味
ま
た
は
危
険
な
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
み
え
る
。
少
子
・
高
齢
化
と
経

済
停
滞
の
実
態
を
受
け
入
れ
、
そ
の
う
え
で
、
人
び
と
が
幸
せ
に
生
き

る
た
め
の
条
件
を
考
え
、
そ
の
実
現
を
政
策
化
す
る
こ
と
が
、
政
治
的

に
は
地
味
で
あ
っ
て
も
、
社
会
的
に
は
理
に
か
な
う
。
政
策
形
成
に
は
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
必
ず
影
響
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
限
度
を
超
え
て

は
な
ら
な
い
。
公
共
政
策
の
検
討
で
は
、
人
び
と
の
日
常
と
社
会
変
化

の
実
態
を
と
ら
え
、
そ
れ
に
も
と
づ
き
、
よ
り
適
切
な
手
段
を
と
る
と

い
う
＂
正
攻
法
“
を
守
る
必
要
が
あ
る
。
＿
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